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研究成果の概要（和文）：本研究は、東南アジア域内における留学生の積極的な誘致と受入れをしている国であ
るマレーシアにおいて、留学生の量的拡大とその国籍の多様化が、国内の学生の教育に対してどのような効果を
もたらしているのか、その現状と今後の課題を実証的に検証した。研究成果としては、①マレーシアの高等教育
政策、留学生受入・派遣政策、②国内学生と留学生の共修授業に関する現状、③国内学生と留学生が授業内で交
流できる意図的仕掛け作り、について明らかにし、検証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to empirically analyze the current trends 
and challenges of having more international students in the higher education institutions’ 
classrooms in Malaysia, and its educational impacts on domestic students. As major outcomes, this 
research finds out that (1) the recent trends of policies on higher education with a specific focus 
on international education in Malaysia, (2) challenges of enhancing interactions between domestic 
and international students in the classrooms, and (3) the importance of intentional interventions by
 teaching instructors to facilitate such interactions.
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1.研究開始当初の背景 

2020年のASEAN統合という動きに向けて、

東南アジア域内での学生交流が活発化して

いるだけではなく、高等教育の質保証の整

備や海外のトランスナショナル教育プログ

ラムの導入により、東南アジア地域外から

の留学生の受入れも戦略的に行っている国

もある。本研究の対象となるマレーシアも

例外ではなく、英語を公用語としていない

にもかかわらず、英語による授業や学位プ

ログラムを導入して、留学生受入の数値目

標を設定し、海外での留学フェアを独自に

開催するなど、留学生の受入れに熱心に取

り組んでいる。近年、マレーシアでは、中

東諸国、アフリカからの留学生が増えてい

る。                              

 このような国際化の動きを受けて、近年

の高等教育の国際化に関する研究では、留

学生の国際移動の地域化に焦点を当てたリ

ジョナライゼーション、質保証制度の整備、

高等教育国際化政策の動向、カリキュラム

の国際化、留学生の教育成果や異文化適応

に関わる研究が、国内外で数多く見受けら

れる。しかしながら、クラス内に留学生が

いることで、国内学生に、国際的な視野や

異文化理解を深める機会を与えていると指

摘されていても、実際、国内学生の教育に

どのような影響を与えているのかについて

は、学術的研究は数少ない。特に、アジア

域内の国々のなかには、留学生受入れへの

積極的な動きが過去 20 年以内で政策的に

推進されてきていることもあり、国内学生

に対する留学生の教育的インパクトという

分野は非常に重要なテーマでありながら、

欧米ほどには研究がなされていない。日本

においても、留学生と国内学生が共に学ぶ

授業を「国際共修授業」と呼ぶようになり、

注目されてはいるが、教授法、教育評価な

どはまだ発展段階である。           

 

2.研究の目的 

 本研究では、マレーシアにおける高等教

育の国際化政策について、近年の質的・量

的データや関連する先行研究をまとめたう

えで、留学生の量的拡大とその国籍の多様

化が、国内の学生の教育に対してどのよう

な効果をもたらしているのか、現地の大学

を実地調査し、留学生と国内学生の教育効

果について、検証することとした。具体的

には、以下の事項である。 

 

(1)マレーシアにおける高等教育の国際化政

策の動向をまとめ、そのなかでも、留学生

受入が国内学生の学びにもたらすインパク

トや利点、課題について言及されているの

か、検証する。 

(2)留学生が国内学生に与える教育インパク

トに関する先行研究から、その動向と課題

を明らかにする。 

(3)マレーシアにおいて、異文化を背景にも

つ留学生と国内学生の協働学習と国内学生

への教育的インパクトについて、その現状

と課題を明らかにする。 

(4)留学生との協働学習によって国内学生の

学びが促進されるモデルについて考察する。 

 以上 4 点の目的を踏まえて、資料収集や

現地訪問調査を実施すると同時に、マレー

シアの大学教員と討議しながら、マレーシ

アを事例として、留学生が国内学生の学び

を促進するモデルについて考察していく。 

 

3.研究の方法 



本研究は 3年間にわたり実施した。平成 26

年度と平成27年度の最初の2年間において、

先行研究をまとめつつ、マレーシアの大学

を訪問し、現地の大学教員の協力を得て、

聞き取り調査を数回にわたって実施した。 

平成 28年度（最終年度）においては、過去

2 年間に実施した現地調査の分析結果と先

行研究から、海外の専門家の協力も得なが

ら、留学生との協働学習によって、国内学

生の学習が促進するモデルについて考察し、

現地で学生向け、教職員向けのワークショ

ップを開催し、参加者からのフィードバッ

クを得て、今後の研究について、現地協力

者と検討した。 

 

4.研究成果 

(1)平成 26 年度には、マレーシアにおける

高等教育ならびに留学生受入に関わる政策

的動向とマレーシアの国際化に関する先行

研究をまとめ、マレーシアの大学関係者に

インタビューを行った。その結果、マレー

シアの留学生受入れは、数的拡大から質的

拡充に転換しており、大学院生やポスドク

の留学生獲得によって、研究と教育の質的

向上を図っていること、また、国立のなか

でも研究大学と言われる大学では大学院生

レベル、私学では学部生レベルといったよ

うに、留学生の受入れにも違いがあること

が分かった。これらの文献研究や聞き取り

調査をもとに、研究成果を学会等で発表し

た。 

 

(2)平成 27 年度は、マレーシアの国立・私

立大学の教員に聞き取りによる現地調査を

実施した。その結果、留学生の国内学生へ

の教育的インパクト、協働学習への関心は

高いものの、マレーシアでこの分野での研

究が進んでいないことも分かった。 

 

(3)最終年度は、過去 2年間で実施した調査

データ、文献研究から得た成果を基に、現

地の研究協力者とともに、マレーシアにお

いて、留学生と国内学生、そして、教職員

を対象に、協働学習と異文化間コミュニケ

ーションに関するワークショップを Tun 

Hussein Onn University of Malaysiaにて

開催した。現地の研究協力者も、同様のテ

ーマでマレーシア政府の研究費を獲得した

ため、今後も連携して研究を継続する予定

である。 

 また、留学経験のインパクトに関わる他

の科研と連携しながら、留学経験のキャリ

アへのインパクトに関する研究成果をまと

めて発表した。 
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